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　皆さまには、平素から格別のお引き立てを賜り、厚くお礼申し上げます。
　本年も、さがみ信用金庫の経営・活動状況などを取りまとめたディスクロージャー誌

「P R O F I L E 2024」を作成いたしました。本誌では、当金庫の企業理念や経営方針をはじめ、
最近の業績、事業者・個人のお客さまへの取り組み、SDGsへの取り組み、各種サービスや金
庫の運営体制などについて、わかりやすくご紹介しています。是非ご高覧いただき、当金庫へ
のご理解を深めていただければ幸いでございます。

令和5年度の経済環境について
　令和5年度の経済環境を振り返ると、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が落ち着き、5類感染症に移行したこと
で、人の流れが戻り経済活動が活発化し始めました。その一方、急激な円安や原材料価格の高騰、人件費の増加など
により物価の上昇が顕著となり厳しい環境となりました。
　そのような状況の中、当金庫で実施している「中小企業景気動向調査（県西地区版）」では、物価高による仕入価格の
高騰や利幅の縮小などにより、多くの業種で景況感が悪化しましたが、令和6年の自社の業況見通しについては、前年
度と比較して「良い」と回答した割合が増え、徐々に改善の兆しがうかがわれます。

令和6年度の事業運営にあたって
　令和6年度は、当金庫の創立100周年に向けた新しい中期二ヵ年経営計画「『感謝』～その先へ～」の初年度であり、
次の100年に向けて持続可能な信用金庫であるために、盤石な経営基盤を構築する重要な年と考えております。
　時代に応じた組織改革やリスク管理の高度化、当金庫の将来を担う人材の育成、D X の推進といった未来への投資に
前向きに取り組み、お客さまの利便性の向上に努めるとともに、業務の効率化によって生産性を高めてまいります。

創立100周年に向けて
　当金庫は大正14（1925）年に関東大震災からの復興支援を目的として設立され、おかげさまで来年10月に創立100
周年を迎えます。大正、昭和、平成から令和へと時代は移り変わりましたが、地域の繁栄を願う想いは設立当時から
なんら変わりはありません。この100年間、当金庫がここまで成長することができましたのは、地域の皆さまのご支
援の賜物と深く感謝しております。
　引き続き地域の皆さまに「感謝」の気持ちを持ち、役職員一人ひとりが持てる力をすべて発揮し、持続可能な地域社
会の実現を目指してまいりますので、何卒、変わらぬご支援とご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。
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　当金庫は、お客さまから大切なご預金・出資金をお預かりし、地元で資金を必要とされるお客さまにご融資を行うこ
とにより、地域の皆さまの事業や生活の繁栄のお手伝いをさせていただいています。

2024年3月31日現在

預金積金・出資金
預金積金	 8,949億円
出資金	 30億円

貸出金	 3,644億円

地域のお客さま
会員の皆さま
会員数	 46,922人

貸出金

常勤役職員数	 534人
店舗数	 32店舗
ローンセンター	 1ヵ所
個人相談センター	 1ヵ所
店舗外ATM	 18ヵ所

理事長　遠藤　康弘

経済的貢献活動

ごあいさつ

　さがみ信用金庫の前身である「小田原信用購買組合」は、1925年に関東大震災からの地域復興を支えるために設立さ
れ、その翌年、二宮尊徳が説いた「報徳」の教えを継ぐ「報徳購買組合」と合併しました。
　人・時代・環境は変わりましたが、設立以来、私たちの信念は変わることなく現代まで引き継がれています。
　さがみ信用金庫はこの想いを未来へつなぎ、SDGsが目指す「誰一人取り残さない」持続可能な地域社会を実現する
ため、これからも引き続き地域の皆さまと共に歩んでまいります。

　さがみ信用金庫は国連で採択されたSDGs（持続可能な
開発目標）に賛同し、企業理念に掲げる「地域社会との共
生」「豊かさへの貢献」のもと、地域の経済・社会・環境の
持続的な繁栄に向けた取り組みを推進してまいります。

　さがみ信用金庫の現在の主な取り組みは、当金庫ホーム
ページをご覧ください。

「SDGsへの取り組みについて」 
https://www.shinkin.co.jp/sagami/about/sdgs.shtml

資料編
　財務状況等の詳細を開示している資料編につきましては、
当金庫ホームページよりご覧いただけます。
https://www.shinkin.co.jp/sagami/about/manageinfo
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さがみ信用金庫のプロフィール TOPICS

名　称
　さがみ信用金庫

所在地
　本部 〒250-0004 神奈川県小田原市浜町1丁目4番28号 ☎0465-24-3161（代表）

本店 〒250-0012 神奈川県小田原市本町2丁目9番25号 ☎0465-22-3121
　
創　立　　　　　　　　会員数　　　　　出資金　　　　　　　店舗数
　1925年10月20日　　　　　46,922人　　　　 30億19百万円　　　　　32店舗　

営業地区
＜神奈川県＞小田原市、南足柄市、秦野市、伊勢原市、平塚市、足柄上郡（松田町、山北町、大井町、開成町、中井町）、
　　　　　　足柄下郡（湯河原町、真鶴町、箱根町）、中郡（大磯町、二宮町）、茅ケ崎市、藤沢市、鎌倉市、厚木市、
　　　　　　相模原市（旧津久井町、旧相模湖町、旧城山町、旧藤野町を除く）、逗子市、横須賀市
＜静 岡 県＞御殿場市、熱海市

地域社会との共生

豊かさへの貢献

　さがみ信用金庫は、地域社会の中小企業、地
域内のすべての人々とともにあります。
　喜びも痛みも分かち合い、地域社会の一員と
して行動し、その役割を果たします。

　さがみ信用金庫は、地域、お客さま、当金庫、
職員の心と物の豊かさを追求していきます。
　将来に向かって、ともに成長し栄えていくこ
とをめざします。

共存共栄

お客さまの

繁栄
当金庫の

成長
地域の

発展

地域の皆さまから愛され、信頼される信用金庫をめざします。
　さがみ信用金庫は、地域のお客さまとのコミュニケーションを大切にし、社会に信頼され、お客さま
に愛される地域金融機関として地元のお役に立つ経営を行います。

堅実経営により地域社会の繁栄に貢献できる信用金庫をめざします。
　さがみ信用金庫は、低リスクを基本とした資産・負債の総合管理を徹底し、自己資本の充実に努め、安
定した経営を行います。

チャレンジ精神にあふれた人材の育成に努め、生きがい、働きがいのある信用金庫をめざ
します。
　さがみ信用金庫は、社会の変化に柔軟に対応でき、お客さまのニーズに的確に応えられる人材の育成
をめざすとともに、役職員それぞれが持つ能力を存分に発揮できる、人間本位の経営を行います。
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2024年3月31日 現在

金庫の概要

企業理念

経営方針

　さがみ未来塾は、若手経営者や企業の後
継者で構成されています。
　今回は横浜財務事務所長をお招きし、「金
融行政の取組等について」という演題で、
当金庫を含めた金融機関を支えている金融
行政のさまざまな取り組みや経済の情勢な
どについてご講演いただきました。

　TRIbank グループ（さがみ・かながわ・
平塚信用金庫）は、商工組合中央金庫と「シ
ンジケートローン業務における連携・協力
に関する覚書」を締結しました。
　商工中金との連携・協力体制の構築によ
り、中小企業の金融の円滑化を図り、地域
経済の発展に貢献していきます。

　神奈川県警察本部と神奈川県内 8 信用金
庫はマネー・ローンダリング等を防止する
ため、「犯罪収益の移転防止対策に関する協
定」を締結しました。
　当金庫は引き続き、流動性の高い口座の
厳格な顧客管理や県警への捜査協力、顧客
への広報、啓発を行っていきます。
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さがみ未来塾　講演会の開催

商工組合中央金庫と
覚書を締結しました

神奈川県警察本部と
協定を締結しました

　おかげさまで、当金庫は 2025 年 10 月 20 日に創立
100 周年を迎えます。これまで支えてきてくださった地
域の皆さまに感謝の気持ちをお伝えするために、順次記
念事業を展開していく予定です。
　キャッチコピーとシンボルマークは、当金庫職員から
募集したものです。

創立 100周年を迎えます

100年分のありがとうを、
これからもずっと。
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